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施している授業は 2012 年で 4 回目になる．過去の授業実践と比較しながら，授業の改善を図った．
　キーワード：希少種，外来生物，環境教育，総合的な学習の時間
* 宮城教育大学自然フィールドワーク研究会 YAMOI，** 宮城教育大学附属環境教育実践研究センター
1. 背景


















































ぞれ半日（1 ～ 4 校時）をかけて校区内の河川で生物
採集と観察を行うというものである．活動に際して
は，児童に活動の目当てや注意事項を説明した後，児
















































































2012 年 9 月
　9 月は「外来生物」を大きなテーマに授業を展開し

























解することができた．（図 2）また，6 月と 9 月の採集
された生き物の種類や姿の違い，特に上記 3 種の魚に
ついて婚姻色と産卵管の有無を調べた．






































2010 年 2011 年 2012 年
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① 6 月 9 日（1 ～ 4 校時）
② 9 月 29 日（1 ～ 4 校時）
① 6 月 22 日（1 ～ 4 校時）
② 9 月 16 日（3 校時）
③ 10 月 18 日（1 ～ 4 校時）
① 6 月 6 日（1 ～ 4 校時）
② 9 月 13 日（3 校時）
③ 9 月 26 日（1 ～ 4 校時）
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